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第１章
1 「女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関す

る条約（女子差別撤廃条約）」の起草作業は1976
年から始まった。

2 King, Elizabeth M., and Andrew D. Mason, 
'Engendering Development Through Gender 
Equality in Rights, Resources, and Voice', World 
Bank and Oxford University Press, Washington, 
D.C., January 2001, pp. 78-83.

3 以下より情報を取得：
 United Nations, 'Multilateral Treaties Deposited 

with the Secretary-General', <http://untreaty.
un.org/English/Bible/englishinternetbible/partI/
chapterIV/treaty10.asp>, 2006年９月にアクセ
ス。

4 Lawn, Joy E., Simon Cousens and Jelka Zupan, 
'4 Million Neonatal Deaths: When? Where? 
Why?, Series on Neonatal Survival 1, The 
Lancet.com, March 2005, p. 5. アジアの男女別
人口に関する情報は以下から取得： United 
Nations Population Division, 'World Population　
Prospects: The 2004 Revision Database',　
<http://esa.un.org/unpp>, 2006年９月にアクセ
ス。

5 World Health Organization, WHO Multi-Country 
Study on Women's Health and Domestic　
Violence against Women: Initial results of 
prevalence, health outcomes and women's 
responses, Summmary Report, WHO, Geneva, 
2005, p. xiii.

6 United Nations Population Fund, The State of 
the World Population, UNFPA, New York, 2005, 
p. 66. 〔邦訳：国連人口基金（UNFPA）『世界人
口白書2005～平等の約束：ジェンダーの公正、リ
プロダクティブ・ヘルスそしてミレニアム開発目
標』（財）家族計画国際協力財団〕

7 情報は各国政府のウェブサイトおよび以下より取
得： Inter-Parliamentary Union, 'Women in 
Politics: 60 years in retrospect', IPU, Geneva,　
February 2006, Data Sheet No. 4. 注： 2006年
の女性国家元首・政府首班の数値には、オランダ
領アンティル（オランダ自治領）を含む。女王・
総督はこの数値に含まない。

8 以下より情報を取得： Inter-Parliamentary Union, 
'Women in Politics: 60 years in retrospect', op. 
cit.

9 United Nations International Research and 
Training Institute for the Advancement of 
Women, 'Beijing at 10: Putting policy into 
practice', in Women and Poverty: New 
challenge, INSTRAW, <www.un-instraw.org/en/
images/stories/Beijing/womenandpoverty.pdf>.

10 UNESCO Institute for Statistics, 'Literacy 
Estimates, International Literacy Day 2005, 
<www.uis.unesco.org>.

11 Otunnu, Olara A., 'Special Comment' on Children 
and Security, Disarmament Forum, No. 3, United 
Nations Institute for Disarmament Research, 
Geneva, 2002, pp. 3-4.

12 Waring, Marilyn, et al., Politics:  Women's 
insights,  Inter-Parliamentary Union, Geneva, 
2000, p. 134.

第１章　パネル
生涯を通して見られるジェンダー差別

以下より情報を取得：

Gorman, Mark, Age and Security: How social 
pensions can deliver effective aid to poor older 
people and their families,  HelpAge International, 
London, 2004, p. 5.

Gupta, Neeru, and Mary Mahy, Adolescent Child-
Bearing in Sub-Saharan Africa: Can increased 
schooling alone raise ages at first birth?', 
Demographic Research, vol. 8, 14 February 2003.

Joint United Nations Programme on HIV/AIDS, 
2006 Report on the global AIDS epidemic, 
UNAIDS, Geneva, 2006, pp. 505-506.　2005年の
推定値にもとづく。

第１章　図表
図１．２　女性に対する男性の差別的態度は、
地域による違いこそあるものの、あらゆる場
所で相当に根強い
技術的注釈： 世界価値観調査から地域別・国別
集計を導き出すにあたって使用した手法

The World Values Survey（世界価値観調査） 
<www.worldvaluessurvey.org> は、社会文化的・
政治的変化に関する世界規模の調査である。世
界中の主要な大学の社会科学者のネットワーク
により実施されている。人が居住する 6大陸す
べてにおいて 80を超える社会を選び出し、国レ
ベルの代表性を有するサンプルを対象として面
接調査が行われた。1981 年以来 4回実施され、
直近の調査は 1999 年～ 2004 年に実施された
ものである。本白書で使用したデータはすべて
直近の調査（1999‒2004 年）からとった。

本白書で使用した、ジェンダーの関係に対する
意識・態度に関するデータは、すべての国につ
いて利用可能な直近のデータが掲載されている
以下のサイトに 2006 年 6 月 1 日にアクセス
して取得したもの :<www.worldvaluessurvey.
org/services/index.html>。データはその後、世
界価値観調査のデータ抽出ツール（クロスタブ）
を使って抽出した。ひとつの国で調査が 2回行
われている場合、直近の調査を利用。稀な例で
はあるが、ひとつの国で同じ日に 2つの調査が
行われている場合は、2つの調査の平均値を採用
した。データは、白書に関連する一連の設問に
ついてまとめられたものである。世界価値観調
査では、各設問について「男性」「女性」「合計」
のデータが示されている。白書で使用したデー
タは文脈により異なるが、各ケースごとに明示
してある。

本文中の一部の図表および一部箇所では、同一
地域内の複数の国に関するデータを平均値で示
してある。地域分類はユニセフの分類にもとづ
いているが、例外として「移行期の国」「高所得
の国」は別にした。これは、ユニセフの国分類
とは切り離して見解を提示するためである。こ
の場合、本文または図表において、各地域に含
まれる国名をすべて明示した。

世界価値観調査のデータが存在する国（括弧内
は調査年）：

南アジア：バングラデシュ（2002）、インド
（2001）、パキスタン（2001）。ラテンアメリカ
とカリブ海諸国：アルゼンチン（1999）、ベネ
ズエラ（2000）、チリ（2000）、メキシコ（2000）、
ペルー（2001）。中東と北アフリカ：アルジェ
リア（2002）、エジプト（2000）、イラン（2000）、
イラク（2004）、ヨルダン（2001）、モロッコ
（2001）、サウジアラビア（2003）。東アジアと
太平洋諸国：中国（2001）、インドネシア（2001）、

フィリピン（2001）、韓国（2001）、シンガポー
ル（2002）、ベトナム（2001）。サハラ以南の
アフリカ：ナイジェリア （2000）、南アフリカ
（2001）、ウガンダ（2001）、タンザニア（2001）。
高所得国：オーストリア（1999）、ベルギー
（1999）、カナダ（2000）、デンマーク（1999）、
フィンランド（2000）、フランス（1999）、ギ
リシャ（1999）アイスランド（1999）、アイ
ルランド（1999）、イスラエル（2001）、イタ
リア（1999）、日本（2000）、ルクセンブルク
（1999）、マルタ（1999）、オランダ（1999）、
ポルトガル（1999）、スペイン（2000）、スウェー
デン（1999）、英国（1999）、米国（1999）。
移行期にある国 ：々アルバニア（2002）、ベラルー
シ（2000）、ボスニア・ヘルツェゴビナ（2001）、
ブルガリア（1999）、クロアチア（1999）、チェ
コ（1999）、エストニア（1999）、ハンガリー
（1999）、キルギス（2003）、ラトビア（1999）、
リトアニア（1999）、モンテネグロ（2001）、
ポーランド（1999）、モルドバ（2002）、ルー
マニア（1999）、ロシア連邦（1999）、セルビ
ア（2001）、スロバキア（1999）、スロベニア
（1999）、旧ユーゴスラビア・マケドニア（2001）。

　比率（％）は、以下の意見に「そう思う」、ま
たは「強くそう思う」と答えた回答者の割合で
ある：

• 「大学は女子より男子にとってより重要であ
る」

• 「仕事が少ないときは、女性より男性のほう
に仕事に就く権利がある」

• 「夫も妻もともに一家の所得に貢献すべきである」

• 「女性より男性のほうが政治的リーダーに向
いている」

図１. ４ 思春期の女性（15-19 歳）による出
産の４件に１件以上が後発開発途上国で発生
している
地域分類：「開発が進んでいる地域」はヨーロッ
パ全地域、および北米、オーストラリア、ニュー
ジーランドと日本を含む。「開発が遅れている地
域」は、アフリカ、アジア（日本を除く）、ラテ
ンアメリカとカリブ海諸国の全地域とメラネシ
ア、ミクロネシア、ポリネシアを含む。「後発開
発途上国」については「表中の国の分類」（136
ページ）を参照。後発開発途上国は「開発が遅
れている地域」の中にも含まれている。これら
の地域分類の詳細については以下を参照のこと： 
United Nations　Population Division, ' World 
Population Prospects; The 2004 Revision 
Database', <http://esa.un.org/unpp>.
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さまざまな地域に広がるジェンダー差別と不
平等

世界価値観調査から集計結果を導き出すにあたって
使用した手法と設問については、本白書の88ページ
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